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６月４日に行われる対オーストラリア戦に向けての

合宿で全体練習後に走り込みを欠かさない長友選手が

決意を次のように語っています。

豪州戦の勝ち負けの分かれ目は

「戦術や技術ではない。勝ちたい思いをどこまで強く

持てるか」

だと考える。

１３・ ６・ １（土） 少年サッカーでも同じです。日頃の練習から“自分

南ＮＥＷＳ ＮＯ１５ に勝つ，見えない相手に勝つ，勝ちたい”と思う気持

ちが大切です。 ｂｙ南のアンパンマン

３年生 青梅ＦＣ・青梅２ＦＣ交流戦 ５月１９日 青梅一小

○めあて マシューズを使って相手を抜く 全員シュートまで持っていく

対 青梅ＦＣ（１５分ハーフ×２） １４－０

対 青梅２ＦＣ（１５分ハーフ×２） ２－１

対 青梅ＦＣ（１５分×１） ７－０

対 青梅２ＦＣ（１５分×１） ５－０

一面芝のグランドでの試合。みんなのテンションも上がり気味で、試合開始。

○１試合目。キックオフのボールを三宅君が一人でフェイントを多用してドリブ

ルでゴール前まで持って行くが、惜しくもゴールならず。相手ゴール前で団子状

態からこぼれたボールに尾川君が反応し左足でゴール。コーナーキックのこぼれ

玉に三宅君がすばやく反応し２点目。４分には、加々美君が右サイドからドリブ

ルで持ち込み、キーパーの動きを確認し、空いているスペースにインサイドシュ

ートで３点目。７分、前川君が持ち込んだボールをセンターリングし山本くんが

ボレーシュートするが、惜しくもゴール横へそれてしまいました。９分、前川君

がゴールラインギリギリの角度のないところからシュートしてゴール。その後も

終始、南のペースでの試合となりました。

○２試合目。相手のクリヤーボールが相手のオフェンスに渡り、キーパーの尾川

くんと１対１に、相手のドリブルミスもあり、ダッシュで戻って来た加々美君が

ボールカットし得点を阻止。みんなもしっかりも戻ってきてくれていました。加

々美君がゴール前のこぼれ玉をすばやく反応してゴール。自陣で相手ボールをカ

ットした中田くんが、密集地帯をドリブル突破、惜しくもシュートまでは行けず。

後半に入り２分、相手がゴール前まで持ち込み、キーパーと１対１になったが、

キーパーの手が届かない場所へシュートされ失点。５分、三宅君が相手のボール

を奪い、左足でシュートし２点目。８分には、野崎くんがハーフラインからドリ

ブルで中央突破するが、惜しくもゴールならず。コーナーキックのボールに川上

くんが右足で合わせ、シュートするが、相手デフェンスにぶつかってしまいゴー

ルならず。
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○３試合目。小竹君がゴールエリア内で、ボールをとり、シュートするが、惜し

くもゴールならず。１分、野崎くんが、ゴール前のこぼれ玉に合わせて、シュー

トしてゴール。この試合でも、中田君がセンターライン近くの密集地帯をドリブ

ル使って５人抜きをしました。日ごろの練習の経過がでてました。その後も終始

南ペースでの試合とありました。

○４試合目。平井君が、ゴール前まで持ち込んでシュートするが、惜しくもゴー

ルポストにぶつかってしまい、得点ならず。しかし、そのこぼれ玉に山本君が反

応し、シュートして２点目。キーパーの三宅くんも積極的に攻撃に参加していま

したが、ゴールを奪うことはできませんでした。７分、デフェンス及びキーパー

もドリブルで抜き去りゴール３点目。その後、２点取って試合終了。

今日の試合は、終始南ペースでのサッカーができました。ボ
ールを持っている人のすぐ後ろをフォローするひとが、必ずつ
いており、ボールをとられたとしてもすぐに奪い返していまし
た。小竹君は、いつもボールが来るとすぐに蹴ってしまってい
ましたが、今日は、積極的にドリブルを行っていました。その
調子でどんどんドリブルしよう！！来月には、１２ブロックの
試合もあります。試合が楽しめるよう、練習がんばろう！！！

ｂｙ尾川コーチ


